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地
球
の
温
度
は
太
陽
の
日
射
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
地
球
か
ら
の
熱
放
射
と
の
バ
ラ

ン
ス
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
太
陽
の

熱
で
温
め
ら
れ
た
地
表
は
、
余
分
な
熱

を
宇
宙
に
逃
が
そ
う
と
し
ま
す
。
し
か

し
、
大
気
の
中
に
存
在
す
る
「
温
室
効

果
ガ
ス
」
に
よ
り
、
そ
の
一
部
が
吸
収

さ
れ
、
生
物
に
と
っ
て
適
度
な
温
度
に

保
た
れ
て
い
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
が
高
ま
り
、
日

射
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
熱
放
射
の
微
妙
な
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
で
、
地
球
温
暖

化
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
（
図
１
）。�

　
温
室
効
果
ガ
ス
に
は
、
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
2
）、
メ
タ
ン
（
Ｃ
Ｈ
4
）、
一
酸

化
二
窒
素
（
Ｎ
2

Ｏ
）、
代
替
フ
ロ
ン

（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
、
P
Ｆ
Ｃ
）、
六
ふ
っ
化
硫

黄
（
S
F
6
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
中

で
も
石
油
や
石
炭
な
ど
を
燃
や
し
た
と

き
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
は
、
温
暖

化
へ
の
寄
与
率
で
み
る
と
温
室
効
果
ガ

ス
の
約
六
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。�

　
十
九
世
紀
以
降
、
産
業
の
発
展
に
伴

い
人
類
は
石
油
や
石
炭
な
ど
を
大
量
に

消
費
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
気

中
の
二
酸
化
炭
素
の
量
は
二
百
年
前
と

比
較
す
る
と
、
約
三
〇
％
ほ
ど
増
加
し

て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
１
・
2
）。
今
後

も
人
類
が
同
じ
よ
う
な
活
動
を
続
け
て

い
け
ば
、
今
世
紀
末
ま
で
に
平
均
気
温

は
少
な
く
と
も
一
・
四
度
、
最
大
で
は

五
・
八
度
上
昇
し
、
海
面
は
九
　
　
〜

八
十
八
　
　
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
過
去
百
年
間
で
は
、
〇
・
三

〜
〇
・
六
度
し
か
上
昇
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
比
べ
る
と
温
暖
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。�

　地球温暖化が�
　　もたらす「危機」�

私たちの住む地球はだんだん温暖化しています。�
このまま温暖化が進むと海面上昇や異常気象などの被害が拡大し、�
地球に住む生物に取り返しのつかない事態になると心配されています。�
まずは、温暖化のメカニズムについて理解しましょう。�

温暖化は膨大な�

エネルギー利用に�

原因があるんだね。�

みなさんは、地球環境や温暖化、省エネのことをどれぐらいご存じですか？�
ひとくちクイズで学んでみましょう。�

Q1： 地球の平均気温が上昇するのは、温室効果ガスの濃度が高くなっているからです。その原因はどれでしょう。�
　　 ①燃料の大量消費　②酸性雨　③オゾン層の破壊　�
�

■グラフ1  世界の空気中の二酸化炭素濃度と地上気温の推移�

地
球
温
暖
化
の
原
因
は�

温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加�

+8

+6

+4

+2

+0

-2

-4

-6

-8

-10

増
加（
％
）�

先
進
工
業
国
全
体�

E
U
ス
イ
ス�

ハ
ン
ガ
リ
ー�

日
本�

ロ
シ
ア�

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド�

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア�

ア
イ
ス
ラ
ン
ド�

ノ
ル
ウ
ェ
ー�

ア
メ
リ
カ
合
衆
国�

カ
ナ
ダ�削

減（
％
）�

0

-5.2

-8 -8

-6

-6

-7

-6

0 +8 +10 +1

京都議定書で排出量目標が決められた国（下の地図で濃い色で表示された39ヵ国）�

それ以外の国（途上国など）�

■グラフ3  二酸化炭素の排出抑制目標�
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●崩れ落ちる南極の氷河。�
凍土の中に閉じ込められている�
温室効果ガスが噴出し、�
温暖化が一層進むことも�
懸念されています�
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※日本の二酸化炭素の排出量は、世界の総排出量の約5％を占めており、アメリカ、�
　中国、ロシアに次いで4番目に排出量の多い国となっています。�
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地
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水
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マ
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私
た
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採
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で
は
、
も
し
地
球
の
平
均
気
温
が
予

測
の
と
お
り
上
昇
す
る
と
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の

で
し
ょ
う
か
。
わ
ず
か
な
上
昇
と
思
わ

れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
か
つ
て
な
い
猛
暑
と
い
わ
れ
る

年
で
さ
え
、
平
均
気
温
は
せ
い
ぜ
い
一

度
高
い
程
度
で
す
。
予
測
さ
れ
る
範
囲

の
上
昇
で
も
地
球
に
は
大
き
な
影
響
が

現
れ
て
き
ま
す
。�

���

　
南
極
の
氷
河
や
山
岳
地
帯
の
万
年
雪

な
ど
が
解
け
出
し
、
海
面
が
上
昇
し
ま
す
。

こ
の
影
響
で
数
多
く
の
島
々
や
低
地
の

国
で
は
水
没
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
洪
水
が
多
発
す
る
地
域
が
あ

る
一
方
で
、
渇
水
や
干
ば
つ
に
見
舞
わ

れ
る
地
域
も
出
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
異
常
気
象
の
発
生
で
農
産
物
の
収
穫

量
が
減
少
し
、
食
糧
危
機
が
深
刻
化
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

マ
ラ
リ
ア
や
テ
ン
グ
熱
な
ど
の
熱
帯
性

の
疫
病
や
、
水
質
悪
化
に
伴
う
伝
染
病

が
増
加
す
る
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。�

���

　
西
日
本
の
稲
作
地
帯
で
は
、
東
南
ア

ジ
ア
な
ど
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
細
長
い

イ
ン
デ
ィ
カ
米
に
切
り
替
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
水
温
の
変
化
に
よ
り
近
海
で
捕

れ
る
魚
の
種
類
や
量
も
様
変
わ
り
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
サ
バ
や
ア
ジ
と
い

っ
た
暖
水
性
の
魚
が
増
え
る
一
方
、
サ

ケ
な
ど
の
冷
水
性
の
魚
は
減
る
も
の
と

見
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
都
市
部
で
は
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
に
拍
車
が
掛
か
る
ほ
か
、
海
岸
で
は
、

海
面
の
上
昇
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
砂

浜
が
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。�

　
近
年
、
札
幌
で
も
記
録
的
な
猛
暑
や

ド
カ
雪
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
た
び
た

び
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
地
球
温
暖
化

に
よ
る
も
の
と
指
摘
す
る
専
門
家
も
い

ま
す
。�
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こ
の
地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
に
つ
い

て
世
界
規
模
で
話
し
合
わ
れ
た
の
が
、

平
成
四
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た

「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
連
会
議
（
地

球
サ
ミ
ッ
ト
）」
で
す
。
こ
の
会
議
で
「
気

候
変
動
枠
組
条
約
」
が
締
結
さ
れ
、
世

界
各
国
が
定
期
的
に
対
策
の
た
め
の
会

合
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
そ
し
て
、
地
球
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
五
年

後
の
平
成
九
年
、
京
都
で
開
か
れ
た
の

が
第
三
回
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
結
国

会
議
で
す
。
百
六
十
一
カ
国
が
参
加
し

「
京
都
議
定
書
」
が
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。�

　
京
都
議
定
書
は
、
各
国
の
排
出
量
削

減
の
具
体
的
な
数
値
目
標
を
定
め
た
も

の
で
、
日
本
は
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
平
成
二
十
年
か
ら
二
十
四
年
の
間
に
、

平
成
二
年
の
水
準
よ
り
も
六
％
削
減
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
3
）。�

　
こ
れ
を
受
け
、
日
本
で
は
平
成
十
年

に
「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
国
・
地
方
公

共
団
体
に
対
し
て
は
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
を
図
る
実
行
計
画
の
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

�


